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親和性を指標として測定した。その結果、 Lactococcus(Lc.) rafinolactis h47株およびR1株でそれぞれ80%前
後と最も高い疎水性を示した。逆に最も低い疎水性を示した菌株はLc.lactis h2株で5%程であった。
次に、プロバイオティクス候補株8株のコイ腸管粘液に対する付着率を生体外で測定した。候補株は培養
後、集菌し菌数を 5x 107 CFU/mlに調整した。コイ腸管粘液を固定した 96wellプレートに菌体懸濁液50μl
を添加し、 300Cにて 1hインキュベートした。その後、粘液に付着していない菌体を洗浄除去し well内の残
存菌体を回収しプレーティングにより菌数を調べた。その結果、 Lc.rafinolactis R1株が粘液に対して 20.7%
と最も高い付着率を示した。次に粘液への付着率が高かった株はEnterococcus(E) pseudoavium h50株で





するか否かを検討した。疎水性および粘液に対する付着率が様々な値を示した4株 (Lc.lactis h2株、 Lc.‘
mffinolactis h47株およびR1株、Epseudo仰 iumh50株)を選択し、コイ生体に対して各菌株を個別に投与した。
試験は、循環式水槽を用いた一次試験と、流下式水槽を用いた二次試験の計2由行った。水温は 23士 lOC
で維持し、乳酸菌株を餌 1g当り 2X 107 CFUとなるように添加した餌を魚体重の1.5%となるように毎日















率の高い(15.7%から 44.4%) 9株の新規プロバイオティクス候補株を取得した。これらのうちの 3株をコ
イ生体に投与し腸管内定着性を検討した。その結果、 3株とも乳酸藷投与終了 3週間後でも腸管内から非常
に高い頻度で検出された。このことから、生体外における腸管粘液付着性を指標として、腸管内への定着性
に優れた乳酸菌株が取得可能なことが明らかとなった。
審査の結果の要旨
プロバイオテイクス候補株の生体外でのコイ腸管粘液に対する付着率が、コイ生体での腸管内定着性と強
い相関を示すことを明らかにし、生体外での腸管粘液付着性を指標として腸管内定着性に優れた新規プロバ
イオティクス候補乳酸菌株9株の取得に成功した。本研究の成果は、養殖漁業におけるプロバイオテイクス
利用の促進に大きく寄与するものと考えられる。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(農学)の学位を受けるに+-分な資格を有するも
のと認めるc
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